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　各通りは、JR 側・阪急側でも、沿道建物の様子や植栽・緑の有無などにより、雰囲気が異なります。まち歩きでは、

そうした通りごとの違いや魅力、課題を確認しました。≪結果は中面をご覧ください。≫

次回からの参加も大歓迎！
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山口先生からの

レクチャーの

ポイント�����

次回は
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■ 魅力と課題

　・ 自転車の通行を課題として挙げる方が多かった

　　印象です。歩行者にとっても自転車にとっても

　　安心できるような道路環境づくりが必要です。

　・通りの沿道には人気のお店もあるなど、魅力も

　　確かにあります。そのようなポテンシャルを

　　活かして、通りの魅力的な将来像を描いていき

　　ましょう。
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まち歩き、各グループでの意見交換を受けて
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■ 道路空間の印象

　道路空間を魅力的にするには、道路を活用する視点も

重要です。「道路をつかってどのようなことができるか」

というイメージも膨らませながら歩きました。

■ 様々な利用者の気持ちになって歩いてみました

　通りには様々な利用者がおられます。今回は、参加者

自 身 の 視 点 に 加 え て、様 々 な 道 具（ツ ー ル）を 使 い、

高齢者や車いす利用者、子育て世代や自転車利用者など、

様々な利用者の視点でも通りを歩きました。

■ 道路の活用可能性

　・今後、道路空間の使い方が劇的に変わろうとして

　　おり、住民が道路でやってみたい活動が実現でき

　　る時代になりつつあります。

　・小さなことでもいいので、道路でなにかできない

　　かという意識を持つことが重要ですね。

■ まちなかの滞留空間

　・ 茨木市のメインストリートでは、滞留できるよう

　　な空間は見つからないかと思いましたが、マン

　　ションの１階部分や休業日のお店の前、また歩道

　　の植栽帯など、可能性を感じるポイントが思った

　　以上に見つかりました。

中央通りと東西通りのまち歩きを行い、２つの通りの魅力と課題を見つけました

車いすやベビーカー、自転車などを使い、いつもと違った目線でも歩きました。

■ まち歩きのポイント

　・道路の幅員や沿道建物の用途は、通りによって様子がかなり違い、歩きやすさも違い

　　があります。

　・ 通りの利用者は、高齢者、若者、近くに住む人や来る人など、様々な方がおられます。

　 ・ また、時間によっても印象が違います。平日の通勤・通学の時間か夕方かによっても

　　印象が異なってきます。そうした様々な視点から通りを見てみましょう。

���������

いばらきストリートデザインワークショップとは

　茨木市では、市の中心部を、より多くの人が訪れ、滞在し、活動

したくなるような "まちなか "にするための取組を進めています。

　2 回のミーティング（勉強会）と 3 回のワークショップを通して、

各拠点を結ぶ " メインストリート " である中央通りと東西通りを、

より魅力的な通りにするためのアイデアなどを参加者の皆さんと一

緒に考えていきます。
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開催概要　テーマ①「通りの “ミリョク” を探しに行こう！」

まち歩き

10月 17日（日）14時から、まち歩きワークショップを開催しました。
　アドバイザーの山口先生からのレクチャーを参考に、４つのグループに分かれて通りを歩きま
した。
　まち歩きを通して、中央通りと東西通りの魅力や課題、可能性等を発見することができました。

　まち歩きで見つけたことや各テーブルで考えたことを共有した後、山口先生からコメントを頂きました。

山口 敬太 准教授
京都大学大学院工学研究科
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魅力 課題 印象������������
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緑道沿いでは、
親子で楽しめる
スペースが多い

阪急茨木市駅前の
水路沿いでは

日影が多く、涼しげ

JR 側では

植栽桝が大きく、

歩道を狭めている

東西通り沿いには

東駅前公園があり、

緑が豊かである

JR 茨木駅前の

マンションは、通り

沿いに植栽が綺麗

に整備されている

中央通りの市役所

前では、IBALAB@

広場ができて魅力が

大幅アップした

アップダウンや段差
があるため、歩行者
は歩きにくく、自転

車も走りにくい

JR 線路沿いに居酒屋
が並ぶ通りでは、

搬入時間以外の時間
限定で活用できそう

なスペースがある

ドーナツ屋さん

の前の角地に

滞留空間が

できそうな広い

スペースがある

マンション１階

の未使用の駐車

スペースが

活用出来そう

電気設備の箱が

立ち飲みに

ちょうどよい高さ

定休日や営業時間外
のお店の前のスペー

スを活用できそう

まちあるきを通して、中央通りと東西通りで見つけたたくさんの「魅力」「課題」「印象」の中から、

代表的なものを紹介します。

それぞれの通りで気づいたものを対象ごとに整理すると、以下のような項目に分類することができました。

中央通りの JR 側では、
空き家・空きテナント
が増えており、寂しい

印象がある
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・  通勤・通学で通る人が多い

・  道行く人が前しか見ていない

・  バスなどの車通りが多く、歩道が

　狭いため圧迫感がある

中央通り

・  坂道のところで、歩行者や車椅子の

　人はしんどくなり、自転車は下りで

　スピードを出し過ぎる

東西通り

・  交通量が多く、走るのが怖い

・  車の路上駐車が邪魔

・  沿道に駐輪場がない

・  自転車がどこを走ったらいいのかわからない

中央通り

・  幅員が大きいので、走りやすい

・  自転車目線では、低い緑は目に入らず、

　高い木の緑を感じることができる

東西通り

・  商業地域なので今後は高層化していく

　のかもしれない

・  外に対して開いているお店が多い

全体

・  魅力的な和風の家屋が残っている

・  建物の新旧の差が激しいなど、統一感

　がない

中央通り

・  良いお店が多い一方、立ち止まったり

　立ち寄れるようになっていない

・  マンションの１階が寂しい印象があり、

　店舗になれば更に良くなる

全体

・  看板が少なくて落ち着く

・  クリニックなど、休日はシャッターが

　閉まるテナントが多い

東西通り

・  立ち寄って休めるような休憩スペース

　やベンチがあったらいい

・  バス停に座るところがない

全体

・  緑が多く、花もあると一層良くなる

・  道路が広く開放感がある

・  歩道の植栽が大きく、一部で道が狭く

　なっている

東西通り

自転車レーンが

車道の端にある

けれど、車が

怖くて通れない

・

２つの通りにたくさんの
魅力や課題が見つかりました

参加者それぞれが見つけた
魅力や課題を書き出しました

各グループが見つけたもの発表し
参加者みんなで共有しました
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次回からの参加も大歓迎！

山口先生からの
レクチャーの

ポイント今後の予定

Facebook で情報発信しています

各グループでの意見交換を受けて

歩きたくなるストリートの実現に向けて、

具体的な取組や空間のイメージを

みなさんと一緒に考えていきたいと思います。

歩きたくなるような「ストリートの将来像」をイメージし、話し合いました !

【ワークシート】

ニュース  #03

2021.11

開催概要　テーマ② 「通りの“ミライ”をイメージしよう！」

当日のグループワークの内容

ニュース  #03

テーマ：「歩きたくなるストリート」を想像してみよう！

ストリートシーンシート グループ： 氏名：

まちなかの将来像を想像し、どんなストリートだったら歩きたくなるのかについて、様々なシチュエーションを考えてみよう。

だれと？ いつ？

どんなとき？ どんな気持ち？
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歩きたくなるストリートってどんなイメージ？

班

班班

班

実現のための具体的な工夫に

関する意見も出ました！



　前回のワークショップで考えた「歩きたくなる通りの将来像（大事にしたいキーワード）」をもとに、具体的にどうい

う場所でどのような空間づくりができるとよいかを、模型作りを通して考えました。

JR

茨木駅

東西通り

中央通り

茨木市役所

元茨木川
緑地

茨木高校

阪急

茨木市駅

N

市民会館
跡地エリア

福祉文化会館

IBALAB@広場

山口先生からの
レクチャーの

ポイント

今後の予定

これまでの取組みを Facebook ページにてご紹介しています。

また、ステップアップミーティングの詳細情報についても、今後情報発信をしていきますので、

ぜひ Facebook ページをフォローしてください！

右の QR コードを読み込むか、Facebook で「いばらきストリートデザインワークショップ」と

検索してください。

Facebook で情報発信しています

各グループでの意見交換を受けて

メインストリートの将来像の実現に向け、来年度以降、社会実験など

様々な取組を進めていくため、プレイスメイキングの取組みや持続的

な仕組みづくりを全国各地で実践している園田聡氏（有限会社ハート

ビートプラン）をお招きし、全国各地の事例をもとにお話しいただき

ます。

■グループワーク①  モデルスポットを選ぼう！

今後、通りの将来像を具体化していくにあたり、これまでのまち歩きな

どで捉えた通りの特性などを踏まえて、各グループで２～３か所のモデ

ルスポットを選びました。

■グループワーク②  将来像を実現する空間づくりを考えよう！

モデルスポットにおいて、歩きたくなる通りの将来像を実現するための

空間の設えや、人々の活動、滞在の仕方などを考え、それを模型にして

具体化しました。

歩きたくなるメインストリートに向けて、取組や空間活用のアイデアを話し合いました！

■ 今後の取組展開に向けて

・空間づくりのアイデアの中には、すぐにでも実現できそうなものもありました。

・今日出たアイデアをもとに、来年度は将来像実現のための「空間づくり社会実験」

を展開していきます。

道路の平面図に、沿道の写真を組み合わせた簡

易模型を作りました。植栽やベンチ、椅子、屋台、

バナー広告等のツールを配置したり、道路上に

大胆に芝生を張ってみるなどして、魅力的な空

間づくりを行いました。

【モデルスポットの模型】

ステップアップミーティング開催

ステップアップミーティングの
情報も随時更新予定です

■ 通りを歩きたくなる空間にしていくためのポイント

　・最初から通り全体をガラリと変えてしまうことを考える必要はありません。

　・通りの中の 1 つのスポットを魅力的な空間に変えることができれば、はじめは小さな

場所だったとしても、いずれはそれが全体に広がっていきます。

　・誰かのための空間づくりを考えることも大事ですが、『自分が』そこにいたい、何かや

りたいと思えるような空間を考えることから始めてみてはどうでしょうか。

■ 場所の利活用のためのプロセスについて

・場所の利活用は、そこがどういう場所かで進め方が変わってきます。

・一例ですが、民有地や歩道であれば、地権者やお店で商売されている方との交渉・

調整が重要ですが、車道であれば、それに加えて自動車の交通処理などの技術的検

討も必要になってきます。

来年度以降の予定

R3年度

約10年後の未来を見据えて

未来の姿　を検討

R５年度

魅力ある通りの指針となる

ガイドライン　を作成

今年度のワークショップで考えた空間づくりや取組のアイデアを踏まえ、令和 4 年度は中央通りや東西

通りで” 社会実験” を実施し、検証していきます。また、令和 5 年度にはメインストリートをデザイン

する指針をガイドラインとしてまとめ、環境整備を含めた

様々な取組を推進していきます。

R４年度

活動や滞留を促す

社会実験　で検証

R６年度以降

ガイドラインを踏まえた

環境整備

会場：福祉文化会館 303 号室

2022.2.6
15:00 START

日

【定員】30 人　＊大幅に超える場合は、抽選とします

【対象】中央通り・東西通り沿道で働いている方、お住まいの方、この取組に興味がある方

右の QR コードからお申込みいただくか、以下の内容を記載し、メールもしくは FAX にて

お申込みください。　①氏名（ふりがな）②年齢③電話番号④メールアドレス

参加申込は
コチラ

ニュース  #04

いばらきストリートデザインワークショップとは

　茨木市では、市の中心部を、より多くの人が訪れ、滞在し、活

動したくなるような " まちなか " にするための取組を進めています。

　2 回のミーティング（勉強会）と 3 回のワークショップを通して、

各拠点を結ぶ " メインストリート " である中央通りと東西通りを、

より魅力的な通りにするためのアイデアなどを参加者の皆さんと

一緒に考えていきます。

2021.12

開催概要　テーマ③ 「通りの“コセイ”を引き出そう！」

当日のグループワークの内容

　12 月 19 日（日）14 時から、第３回目のワークショップを開催しました。

　「通りの ‘’ コセイ” を引き出そう！」をテーマに、歩きたいと思う中央通りや東西通りに

していくための取組や空間活用のアイデアを、模型を使いながら話し合いました。

各班で話し合ったことを踏まえて、山口先生からコメントを頂きました。

山口 敬太 准教授
京都大学大学院工学研究科

ニュース  #04

園田 聡  氏
有限会社ハートビートプラン

今回からの参加も大歓迎！
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阪急茨木市駅

ローズ WAM

東本願寺

茨木別院

JR 茨木駅

茨木市役所

福祉文化会館 IBALAB@ 広場

茨木市

消防本部

養精中学校

新施設

東駅前公園

茨木神社

茨木高校

歩きたくなるストリートってどんな空間？

歩きたくなるストリートをイメージし、どのような場所でどのような取組や空間づくりを進めていきたいか

について４つのグループで話し合った内容をまとめました。

多世代が集える” にぎわいストリート”

側道に芝生を敷いて

人々がお店で買ったものを

食べたり、くつろいだり

できるようにする

ウッドデッキを設置し、

車いすやベビーカーが移動

しやすい設えにする

歩道にもテーブルやベンチなどを設置し、

自転車を押して通過するように促す

既に緑がある空間の近くに、

緑空間をつくり、一体的な

緑の空間をつくる

水辺や足湯をつくったり、

お店や家の前では、打ち水

をしたりして、水を感じら

れる場所にする

沿道にある空地や駐車場などを

活用し、歩ける幅を増やす

芝生を設置して憩えるようにしたり、

キッチンカーや屋台を置いて誰かと

歩きたくなるような通りにする

通り沿いの場所を滞在

できる空間にする

周辺のお店でテイクアウトした

ものを食べられるようにベンチ

やテーブルなどを設置する

夜道でも明るく安全に

歩けるあかりがほしい
座ってても恥ずかしく

ないくらいたくさんベンチ

がほしい

通りに七輪を置いて、お店で買ったものを

焼いたりお酒を飲んだり、

” ビアストリート” がやりたい

植栽にベンチをくっつけて、

緑のそばで休みたい

安心して” 並んで歩ける” ストリート

賑わうエリアに” ふらっと”

立ち寄れるスポット

中央通り

東西通り

” 自然に触れて憩える” ストリート

公園入口の植栽帯を撤去して

ウェルカムな雰囲気をつくる

公園内にベンチを設置し、キッ

チンカーなど飲食系の営業をし

てもらい、ふらっと立ち寄れる

場所にする

目的地間で” ふらっと” 立ち寄れる広場

最近、通りにおしゃれなスイーツの店が増えてきている。

　　　　　　　　　さらにキッチンカーを呼ぶなどし

て、スイーツ通りのようにできないか

食後の休憩ができる

ハンモックを

設置する

” 会話もスイーツも楽しむ” ストリート

食べ歩きができるような

通りにしたい

紙面に
載せき

れない

たくさ
んの空

間づく
りの

アイデ
アが生

まれま
した

地域の人々が集うお店が近くにあり、

新施設と JR 茨木駅の中間にある公園を活用したい

店舗が集積している場所で、側道を使って

賑わい空間を作りたい

色んな人が集える場所

が通りの中にあると良い

通りの中に緑や水辺を

感じられる場所がほしい

テイクアウトしたものを

食べる場所がほしい
安全に並んで歩ける道にしたい

バス停でバスを待ったり、

信号待ちをしている人同士が、

同じ町に住んでいるという感覚に

　なるようなことがあると、

　　　　　　　なんとなく良い
貸し花壇を設置して、育てる人も

通過する人も楽しめる仕掛けをつくる

安全安心に道を使うために、

通勤・通学時間帯は自転車専用レーン

にするなど、空間のタイムシェアが

できないか

店舗や店舗前のショーケースをガラス

張りにしたり、テラス席を設置して、

様子が外から分かると楽しい

今回のワークショップで出たアイデア等を踏まえて、次年度に実施する社会実験の内容を検討していきますが、

関係機関協議等により、実施場所や内容が変更になる可能性があります。

どういう場所を使いたいか、活用できそうな場所は
どこかを話し合い、モデルスポットを抽出しました。

抽出したモデルスポットの模型を使って、
具体的な空間づくりを考えました。
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在郷町

マップ

茨木市

歴史編

中２階町家型本２階町家型屋敷型長屋型

　在郷町（ざいごうまち）とは、一般に、農村
部で発達した商工業集落をさします。茨木市に
は、概ね北はＪＲ京都線、南は阪急京都線、西
は元茨木川緑地、東は高瀬川に囲まれた場所に
在郷町があります。
　安土桃山時代、茨木村には茨木城を核とする   
城下町が存在しましたが、江戸時代初期の一国
一城令により廃城となってからは、城下町一帯
は在郷町となり、酒造業や人力搾油業などが行
われていました。
　現在は、駅から近く、大変便利なエリアとなっ
ていますが、町なかには古くからのまちの痕跡
が所々に残っており、大変貴重で、魅力がたく
さん詰まっている場所です。

茨木街道
　明治期の県道（府道）にあたり、茨

木市域中央を北西から南東に通る道で

す。本町で高槻街道と合流します。

　
高槻街道
　明治期の県道（府道）にあたり、
茨木市域中央を南西から北東の方向
に通る道です。このコースは、在郷
町と大坂を結ぶ主要路でした。

　
茨木街道支線
　明治期の一級補助里道にあたり、
安威川沿いに北上する、後の茨木亀
岡線の基となった道です。

　
枝切街道
　明治期の一級補助里道にあたり、
茨木市域南部を縦に貫く道です。大
坂冬の陣の発端とされる片桐且元大
坂城脱出ルートともなったといわれ
ています。

　在郷町には、城下町特有の

複雑に入り組んだ町割が残っ

ています。そして、昔の町名

を調べてみると、どのような

街だったかを想像することが

できます。

　在郷町には、４つの街道が通っています。街道沿い

には、昔の趣を感じさせる「平入町家」の家並みが  

今でも少し残っているところがあります。

　享保年間の絵図には、６つの寺社仏閣が描かれていま

す。最も歴史があるのは、旧茨木川跡地沿線の茨木神社

です。その他、国登録有形文化財に登録されている茨木

別院や、妙徳寺、浄教寺、梅林寺、本源禅寺があります。

　在郷町に現存する町家は、大きく４つに分類されます。

　「中２階町家型」「本２階町家型」の町家は、当初は玄

関先にミセ（商売をするための空間）が設けられていた

と考えられ、旧街道に面して立地しているのが特徴です。

　「屋敷型」「長屋型」の町家は、昭和戦前期を中心に専

用住宅として建築され、旧街道から外れた場所に立地し

ているのが特徴です。

　在郷町の中には、各所にお

祭り されている化粧地蔵様、

昔の道しるべである道標、明

治初期に建設された「丸また」

と呼ばれるレンガ造りの橋 

など、歴史的なものがまだま

だたくさんあります。

　在郷町の中には水路が通っ

ており、町なかを歩いている

と、水路の痕跡を見ることが

できます。
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街 道

町 割

水 路

寺 社仏閣
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そ の他
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昔の町名

妙徳寺

浄教寺

梅林寺

茨木別院

本源禅寺

茨木神社

100010z
テキスト ボックス
別紙６



さわらぎや家具店PICK

UP!

明治時代より家具屋を営んでいる町家。

屋号は澤良宜屋。通り沿いの前面には

ミセ（商売をするための空間）があり、

背面北寄りには当時のままの座敷を残

している。

川本家住宅
PICK

UP!

江戸時代は藍染屋を営んでいた町家。

一階内部は、玄関先にミセ（商売をす

るための空間）があり、外面北寄りに

座敷がある。

通り土間には、敷地奥の倉庫にのびる

トロッコレールを残している。2014 年

には、近世以来商工業の拠点として栄

えた茨木の面影を伝える町家として、

国の登録有形文化財に登録された。

国登録有形文化財

茨木別院
PICK

UP!

茨木別院は真宗大谷派（東本願寺別院）

として慶長 8（1603）年に創建された

寺で、400 年以上の歴史を誇る。現在

の本堂は、安永 6（1777）年頃に再建

されたもの。2016 年には、建物の優れ

た 意 匠 や 高 い 力 量 な ど が 認 め ら れ、     

本 堂・太 鼓 楼・鐘 楼 が 国 の 登 録 有 形   

文化財に登録された。

国登録有形文化財

茨木城櫓門

旧茨木城搦手門
PICK

UP!

▲ 旧茨木城搦手門

現在の茨木小学校の位置に茨木城の   

二 の 丸 が あ っ た と さ れ る こ と か ら、     

茨木小学校創立 120 周年を記念して   

櫓門を復元した。

現在の茨木神社東門は、茨木城の搦手

門が移築されたものと考えられている。

▲ 茨木城櫓門

風情ある町並みPICK

UP!

町家が連続して残り、古き良き町並み

を回想できるスポット。
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丸また
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地震があったけど、

昔からある塀が一部

だけ残っている！

地震があったけど、

昔からある塀が一部

だけ残っている！

黒井の清水
豊臣秀吉が茶の

湯を沸かすのに

好んで使ったと

言われる井戸。

黒井の清水
豊臣秀吉が茶の

湯を沸かすのに

好んで使ったと

言われる井戸。

「天保元年」

の石を発見！

「天保元年」

の石を発見！

商店街の中に、

隠れた橋を発見！

商店街の中に、

隠れた橋を発見！

格子が火縄銃に

なっている！

格子が火縄銃に

なっている！

謎の石

しんさいばし

建物の格子

川本本店

梅林寺の塀

まち歩き

MAP

歴 史

いろんな

形の屋根

特徴的

な意匠

\ 探してみよう！ /

  かたいりもややね  

片入母屋屋根
  のきじゃばら

　軒蛇腹  
  むしこまど

虫籠窓
もくせいまど  

木製窓

  そでうだつ

袖卯建
こうし

格子
  いりもややね  

入母屋屋根
 きりづまやね

切妻屋根
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たくさんの

お地蔵様

昔の道を

案内する

道標

\ 探してみよう！ /


